



（平成 28 年 8 月 30 日提出，11 月 4 日受理）
Teaching the division of fractions through active student participation







Abstract：Instead of having the students only memorize and use the usual method of dividing fractions by reversing 
the fraction (turning the fractions upside down), the teacher should take advantage of what the students have already 
learned. The teacher should encourage the students to use what they have learned to think of different ideas and 
methods while they discover and gain an understanding about how to divide fractions. Allowing students to learn 
from each other will not only help raise the students' awareness but also their way of thinking about how to do the 
calculations to divide fractions. This method of using what they have already learned as well as learning from other 
students' ideas and methods will also give the students a sense of fulfillment through their active participation.










































































表 1 を見ても分かるように，27 年度（小学校・算数・
第 6 学年）では逆数の取り扱いを分数の乗法の中に位























































































































































































































































































































表 2　各教科書会社の第 1 時の数値
図１ 面積図
































（第 1 時 2015．5．25 第 6 学年 4 クラス対象児童 116 名）
（第 2 時 2015．5．26 第 6 学年 4 クラス対象児童 116 名）
第 1 時ではまず， 問題場面を（分数）÷（分数） と
し，既習のわり算や分数のかけ算の考えを生かし，数
直線などを基に，計算の仕方を考えさせるようにし













次に， 第 2 時では（分数）÷（分数） の計算方法を
形式化する際に式を変形させていく過程で，分母と分
子をそれぞれどのようにすればよいかに目を向けさ


























































































































































































に × ４ を す る。 次 に， 分 母 の ５ を 無 く し た い の で，



























































































































そ し て， ⑥ の 考 え 方 で，（２ × ４）÷（３ × ５） と




















































































































































































































































































































正答 24 20.70% 5 4.30%
面積図はかけているが
説明不足なもの
67 57.80% 52 44.80%
誤答 25 21.50% 59 50.90%
問題（2）
逆数（正答） 56 48.30% 23 19.80%
逆数（説明不足） 10 8.60% 37 31.90%
繁分数 16 13.80% 8 6.90%
数直線図 7 6.00% 5 4.30%
小数にして計算 12 10.30% 10 8.60%
通分 11 9.50% 9 7.80%
無答（誤答） 1 0.90% 10 8.60%
誤答 3 2.60% 14 12.10%
















































で 3 時間歩く道のり」を求めるには，「1 あたり量の
数値は時速 4km の 4 になる」 ので，「4km/ 時 ×3 時
間」になる。ところが，繁分数を用いて，「3km/（km/
時）× 4km/ 時」 と考えれば，3 も 1 あたり量の数値
となる。つまり，3km/（km/ 時）× 4km/ 時という式


































































































































の 速 さ は， ２ ÷（
1
―
4
＋
1
―
6
）となる。この式を繁分数を
用いて考えると，図 32 のようになる。
速さの平均を，（４＋６）÷２というように，相加
平均で求めてしまう誤答が多かったため，ことばの式
と照らし合わせながら繁分数を用いて考えていくこと
によって，調和平均について理解することができた。
このように逆数・繁分数を活用した指導展開を図
り，これまでの学習と結びつけることで知識の再構成
を図るようにした。子供同士の学び合い活動を通し
て，既習内容について新しく身に付けた知識を使って
説明することで，互いの思考を高め，わり算の意味・
理解を深化させることができた。
⑥「深い学び」との繋がり
中央教育審議会（2016）は，見方や考え方を働かせ
て思考・判断・表現し，見方や考え方を成長させなが
ら、資質・能力を獲得していけるような学びが，「ア
クティブ・ラーニング」の視点とし，教科等の特質に
応じた見方や考え方を働かせて思考 ･ 判断・表現し，
学習内容の深い理解につなげる学びが，「深い学び」
になると示している。
分数のわり算で繁分数を学ぶことで，理科の並列
接続の合成抵抗の問題の理解ができたと言った子がい
た。
その子は，どうして
1
―
R1
＋
1
―
R2
＋
1
―
R3
で求めた数値をひっ
くり返すのかが分からなかったのだが，繁分数の意味
を知ってすっきりしたと答えていた。
教科の枠を超えて活用できる力は，次期指導要領の
「深い学び」に繋がるものではないだろうか。より広
い範囲に適応できることで，知識の再構成化が行われ
ているともいえる。「深い学び」を実現するには，個々
の学習に向かう内発的な動機を高めることも必要だ
が，集団での「学び合い活動」（表現し合う・考えを共
有し合う・共に解決しようとする等）によって，一人
の学びでは成し得ない広がりや深まりを感得させるこ
とも必要である。自分の意見や考え，分からないこと
等を交流することで，自分の考えが再構成され，その
積み重ねが「深い学び」に繋がると考える。
６．まとめ
分数のわり算は「ひっくり返してかける」と言わ
れるように，その形式だけが暗記されがちである。し
かし，再構成できる力を育むためには，「なぜそうな
るのか」と疑問をもち，追究しようとする姿が表出し
なければならないと考える。集団の中で自分の考えを
筋道立てて分かりやすく話し，他の発言の意図を捉え
ながら聴くなど，視点を明確にして互いに伝え合う中
で，協力して問題を解決していく力を身につけるよう
にしてきた。例えば，自分で考えた解法の根拠を示し，
根拠を基に筋道立てて話すようにさせることにより，
思考力・判断力・表現力を育てることに繋がった。子
供達は何から話すと分かりやすいのか，何を根拠に話
すと分かってもらえるのか，これらについて思考を働
かせ，表現の仕方を工夫した。このような「相手に分
かりやすく伝えること」「考えの根拠を明確に説明し，
相手を納得させること」「相手の考えを聴き意見を述べ
ること」は，学び合い活動を通して身に付けたメタ認
知能力が関与してくると考える。
本単元では，分数のわり算の計算の仕方を形式的・
機械的に処理させるのではなく，計算のきまりや形式
不易の考え等を手がかりに，「なぜ，そのように計算
できるのか」ということを知ることが大切であり，そ
の計算の仕方を子供自らが見つけ出し，考え出すこと
ができるようにすることをねらいとした。既習事項を
駆使し，未習である分数のわり算の計算の仕方につい
て，どうして除数の分子と分母を入れかえることで計
図 32　速さの平均
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算ができるのか，繁分数を用いて，それぞれの考え方
をさらに見直すことで，一層理解が深まったと感じ
る。
また，分数のわり算の場合には，面積図を描くこと
は難しく，面積図を用いることで思考が発展的に展開
されにくいこともあって，面積図を活用しなくてもよ
いと考える結論に至った。
分数のわり算での事例だけでなく，問題解決の学習
過程において，子供達は課題解決のために，見通しを
もって自力で解決に取り組み，その結果，集団で獲得
した内容や考えを伝え合っていく活動を繰り返してき
た。その結果，自分の考えや友だちの考えを伝え合う
集団解決の場面を設定し，「学び合い活動」を行うこ
とにより，自らの思考過程をふり返る過程を通して再
構成する力が育まれると捉えることができるのではな
いだろうか。言い換えると，「再構成する力」は，自
ら考えをもち，表現し，伝え合い，ふり返るといった
一連の学びの過程を経て，自らの手で創り出したとい
う実感を味わわせることが大切であると考える。
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